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1 はじめに

米は我が国の基本的食糧であり,稲は我が国

の気候風土に適し,高い生産性を持つ我が国農

業の基幹的作物である。しかし,生活水準の向

上と農産物の自由化に伴って食の多様化が進み,

米の消費は減退し続けている。米の需給の動向

から生産調整が更に強化される傾向にあるが,

穀物全体の自給率は極めて低い。これら穀物需

要の一部を稲に置き換え,米の利用の多様イヒを

図るためには,更に生産性の高い品種を準備し

ておく必要があり,超多収品種の育成が求めら

れてきた。

このような背景のもとに,昭和56年から8年

間「超多収作物の開発と栽培法の確立」 (以後,

「超多収Jと いう)研究が実施され,世界の稲

がもつ豊富な遺伝資源を利用して, 日本の稲の

遺伝的基盤を拡大し,収量限界を引き上げる努

力がなされ,多 くの成果が得られた。そ lンて,

平成元年からは,多様化 lンている消費者ニーズ

に対応し,米の用途や需要を拡大していくため,

産官学が一体となった総合的研究「需要拡大の
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ための新形質水田作物の開発」 (スーパーライス

計画)が開始された。本研究は, これまでに

得られた「超多収」の成果を土台にして,世

界の米がもつ豊富な品質変異を日本の稲に活

用しようとするもので,稲の品種改良や栽培

技術の改善など生産過程の研究だけに終わる

ことなく,そ こから生ずる成果を多種多様な

加工や利用の研究に結び付けることに特徴が

ある。

ここでは,「超多収Jで得られた成果及びス

ーパーライス計画について概説するとともに,

現在進められている新形質米育種の現状につい

て述べる。また,今後の超多収品種及び新形質

品種の育成について寒冷地を中心に展望する。

2 「超多収」の成果

「超多収」では,その研究開始に当たって

「逆 7・ 5。 3計画Jと よばれる段階目標が示

された。すなわち,昭和56年を基準とし,第 1

段階 (最初の 3年間)終了時までに10%,第 2

段階 (次の 5年間)終了時までに30%,最終段
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階 (次の7年間)終了時までに50%の収量増を

果たそうというものである。また,このなかで

寒冷地における耐冷性といもち病抵抗性など,

各々の地域で重要な諸障害に対する抵抗性を付

与する必要がある。

第 2段階は昭和63年で終了したので,こ の時

点での日標収量の達成状況を検討してみること

にする。表-1に各育成地の昭和56年基準収量

と昭和63年の日標収量の試算値を示した。基準

収量は冷害の厳しかった昭和55年を除き昭和52

年から昭和57年の5か年間の生産力検定試験の

標準品種の平均収量をもとに算出したものであ

る。東北農試では,この間寒冷地北中部向けに

奥羽 315号 ,316号 ,324～ 327号 ,330～ 332

号,335号の10系統を育成した (表 -2)。 育成

地での収量をみると,奥羽 324号 , 327号 を除

き他の系統はすべて第 1段階 目標の10%増を超

えている。特に奥羽 331号 は基準収量 (600 kg

/10a)に対して 133%と なり,第 2段階目標

にも達している。また,耐冷性については奥羽

注 単位はすべてkg/10a。
基準収量は,1981年生検標準品種収量 (80年 を

除く77～82年の平均値)。 1988年度目標収量は,

基準収量の130%と する。

所在市町村目標収量は,各育成地所在市町村の

1981年の平年収量の 130%と する。

324号及び奥羽330号が,い もち病圃場抵抗性

については奥羽325号及び奥羽327号が優れて

おり, これら特性の改善も図られている。東北

地方においては,ア キヒカリという多収品種が

あり,超多収系統でもそれを有意に上回るのは

困難であった。しかし,奥羽系統の中で有望な

奥羽316号 , 326号 , 331号 は東北地域の配布
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表-1 超多収稲開発の目標収量 (試算)

育成地 基準収量
198罐
目標収量

(参考)繭
町村目標収量

北 海 道

東  北

北  陸

農 研 セ

中  国

九    州

５６０

６００

６００

５６０

５００

５６０

730

780

780

730

650

730

600

780

610

610

570

720

表-2 寒冷地北中部における超多収育成系統の特性一覧

系 統 名 組  合  せ
試 験

年 次
(1980)

収 量

Kkg/an

収量比率
(%)

熱期

障 害 抵 抗 性 品質

11-9倒伏
いもち
遺伝子

い
ち
葉
も
穂い
もち
耐冷
性A B

奥羽 315号

奥羽 316号

奥羽 324号

奥羽 325号

奥羽 326号

奥羽 327号

奥羽 330号

奥羽 331号

奥羽 332号

奥羽 335号

アキヒカリ

トヨニツキ

アキヒカソ/アキユタカ

曲系 872/ト ヨニツキ

アキヒカリ/Raffaello
レイメイ/Romeo
密陽23t/2*アキヒカリ
ンイメイ/Razza77
奥羽310号/コ チミノリ

コチヒビキ/奥羽316号
黎優ヨ /アキヒカリ

奥羽316号/鴻 7
(比ω

(参考)

81～88

81～88

8卜88
8h88
8P88
8卜88
8←88
87～88

87～88

88

70 7

70 1

63 4

749
689
615
696
796
676
744

０５

０４

９３

‐０

０１

９０

０２

‐３

９６

‐０

００

９６

‐８

‐７

０６

る

‐５

０３

‐６

３３

‐３

Ｚ

勁
朝
早
中
軸
中
朝
中
韓
朝
早
勅

強
様
麟
輔
騒
中
強
強
幡
強
強
報

P′た

P,ら 0

P,α

P′‐α,あ

+
P′α

Pia,あ

P二α

PIら 0

P,‐α

P,α

中
鰯
　
饉
鰯
強
輔
　
強
中
報
強

中

中

　

強

強

醸

報

　

中

　

中

強

錨
嗜
強
中
中
　
強
燭
報
強
鰯
鐵

注 収量比率Aは同一試験年次のアキヒカリに対する比率。Bは 1981年基準収量 (60kg/a)に対する比率。



先においても高い収量性を示しており, アキヒ

カリの壁も打破されつつある。ただしこれらの

系統は東北の中でも青森県,岩手県中北部には

熟期的に適応しない。以上の結果からみて,東

北においては北部を除いて第 2段階目標は達成

できたものと判断される。

東北農試で育成された系統のうち特徴的なも

のとしては,受光態勢がよく籾生産能力の高い

半矮性インディカ品種を超多収素材として用い

て草型の改良等がなされた奥羽 326号,イ タリ

ーの大粒品種を利用して大粒化を図った奥羽327

号などがあげられる。また,第 1段階で育成さ

れた強拝で籾数が多く多収の奥羽316号 を親に

lンて奥羽331号 , 335号 が育成された。今後も

第 1,第 2段階で育成された系統が超多収のた

めの母本とlンて活用されていくであろう。

全国的には,各地域農試で4～ 12の 地方番号

のついた超多収系統が育成され,第 2段階まで

にアケノホシ,アキチカラ,ホ シユタカ,ハバ

タキ,及びオオチカラの合計 5品種が命名登録さ

れた。このうち奨励品種として採用されている

ものはアキチヵラだけである。取量目標の達成

状況は,北海道と北東北を除く全地域において

はぼ第 2段階まで達成されたものと考えられる。

画期的な超多収系統を得るためには遺伝的背景

の近似 lンた日本稲同士の交雑では不十分であり,

このため各地域で半矮性インディカ品種,イ タ

リー稲その他の大粒品種などが育種素材として

積極的に活用された。しか 1ン半矮性インディカ

品種は一般に晩生で耐冷性が極弱なため冷害の

発生しやすい地域では利用しにくい。このよう

な理由から北海道及び北東北で超多収の目標達

成が遅れているものと考えられる。

3 スーパーライス計画の概要
スーパーライス計画は,逆 7・ 5。 3計画の

第 3段階に相当する。「超多収Jの第 2期まで

に,従来の食用米とは異なる米,例えば細長粒

の米,粘 りの少ない高アミロースの米,半儒,

巨大胚の米などが開発された。これらの米の新

形質をうまく活用し,新規の需要を開拓すると

ともに,画期的に生産力を向上させるという構

想をもってスーパーライス計画がスタートした。

本研究は農林水産省及び公立の農業試験場・

食品研究所,大学,民間企業など,36機関の 76

研究室等が参画し7年間の研究期間をもって実

施される。このプロジェクトは大きく分けて四

つの系から成る。

1の系は新育種法の開発である。ここではハ

イブリッド品種にみられる雑種強勢の仕組みの

解明,雄性不稔現象の改良,ア ポミクシス育種

の研究などを行う。 2の系は新形質の特性解明

と新育種素材の開発である。ここでは新形質米

の物理特性及び化学特性を明らかにし,これら

の特性を備えた育種素材の開発を行う。 3の系

は新形質・超多収地域適応性品種の育成と特性

評価である。ここでは各地域農試の稲育種研究

室が新形質を備えた地域適応品種を育成する。

大粒米,小粒米,低アミロース米,高アミロー

ス米,高タンパク質米,高脂質米,有色米,香

り米,糖質米,粉質米など,各形質はいずれか

の研究室が責任分担し,これらの形質にもれが

ないように 1ンている。分担形質以外のものにつ

いては各々の研究室の判断で育種を進めること

としている。また,新形質系統の特性評価もこ

こで行う。ハイプリッド品種を含め超多収品種

の育成も「超多収Jに引き続いて行う。 4の系

は新形質系統・品種の利用技術の開発である。
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ここでは新形質の特性を解明し,新形質にあっ

た調理法の開発と実験室規模での加工試験を行

い,加工適正を検討する。一部についてはプラ

ント規模での製品の開発を行う。東北農試稲育

種研究室では,「寒冷地北部向き新形質・超多

収品種の育成」と「高ヘテロシス・耐冷性品種

の育成」の 2課題を担当 t´ている。

4 米形質の変異と遺伝的背景

陛界にはさまざまな米料理法があり, これは

そこで生産される米の品質と密接な関係がある。

日本の稲育種はこれまで,橋米,酒米などを除

くと画一的な米粒の大きさ,形,外観品質,食

味を追い求めてきたため, 日本の稲品種の変異

幅はかなり狭い。これは日本人の食習慣,流通

業界の評価,政府の検査規格などから求められ

るものでもあった。しかし,世界の米に日を転

じると米粒の大きさ,形,色,香 り,澱粉・タン

パク質・脂質の成分組成など,どの特性をとって

も日本の米と比較して変異が大きい (図 -1)12t

また, これまでの研究から日本の稲をベースに

1ンた種々の品質をもつ系統が育成されている。

受精卵のMNU処理による突然変異によって米

成分の変異を高い頻度で出現させることが可能

となり, これにより中間橋や巨大胚などが得ら

れている6ゝ また,交雑育種によって米粒の大

きさを支配する遺伝子を集積し, 自然界に存在

するものよりも異常に大きい超大粒種なども得

られている1。な新しい調理・加工適性をもった

米の育種に当たってこれ らの品質変異が有効

に利用できるであろう。

私たちが今後育成の対象としようとしている

新形質のうち多くのものは主働遺伝子支配によ

ると考えられている。このうち米粒や胚芽の大

40

―10    22      30       46

玄 米 長
(mm)

玄米長幅比

玄米千粒重
(g)

アミロース

舗  (%)

蛋良場富
量

脂該量

警『 .視

'
飯
agさ

玄 米 色

59

16   20

93

31 72

30 59 69

無 褐 赤 紫

図-1 日本と世界の米の品質変異
(横尾1989)

(黒い部分が日本品種の変異幅)

きさを支配する遺伝子,ア ミロース含量など米

の成分を支配する遺伝子,色素に関する遺伝子

などいくつかについては既に同定されている。

梗米の澱粉は20%前後のアミロースと,その

逆の80%前後のアミロベクチンから成る。イン

ディカはジャボニカに比ベアミロース含量が高

いものが多い。一般に食用の積米はアミロース

含量が低いものほど炊いたときに粘り, 日本人

には好まれている。猛米はほとんどアミロース

を含まず,これは 1遺伝子によって支配されて

いる。近年,襦 と梗の中間的な性質をもつ dull

あるいは中間嬬とよばれるものが発見され
3,8)

注目されてきた。これも1遺伝子によって支配

されているが,独立した数個の遺伝子が報告さ

れている。このはかアミロース含量を高める遺

伝子も発見されている。高アミロース米は炊い

たときに粘らず,飯粒が互いにくっつきにくい

のでカレーとかピラフに適するとされている。
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lF.ア ミロースには襦に近いものから梗と橋の中

間的なもの,梗に近いものまで認められている。

中間襦は米菓などの加工に適していると言われ

ており, この方面での利用や新しい澱粉素材の

開発が期待されるほか,襦に近いものは儒品種

の改良,梗に近いものは食用米の食味の改良に

もlll待できる
2)。

日本人の場合,全摂取タンパク質の約15%を

米やその加工品から摂取していると言われてお

り,米は重要なタンパク質源である。自米中の

タンパク質合量は6～ 8%であり,主要穀物の

中では低いほうに属するが,易消化性の顆粒で

あるPBⅡ に集積されるグルテリン含量が高く

良質である。米の種子貯蔵タンパク質に関する

研究の歴史はまだ浅いが,近年,ポ リベブチド

の増減に関与する遺伝子が発見されており
1),

今後の米タンパク質の遺伝的改良が期待される。

我が国で消費される植物油脂のうち,米糠油

はその約5%を占めるに過ぎないが,国産植物

油脂のほとんどが米糠油であり,貴重な油脂源

である。また,米糠油は比較的熱安定性の良い

植物油脂として重要性が高い。玄米の含油率は

2～ 3%にすぎないが,脂質は糠に局在し,糠

での合油率は約20%である。そ lンて,糠の比率

を増やすことにより,米の良質な脂肪酸組成を

変更させることなく高含油米を育成することが

できる。近年,通常の品種に比べ胚芽の重量が

2～ 3倍に増大した系統が作出されており,こ

の巨大胚を用いることにより飛躍的に含油率を

向上させることができると考えられる。この形

質も1遺伝子に支配されている。米糠油に含ま

れるソノール酸は血液中のコレステロールを低

下させるなど重要な役割を果たすが,酸化され

やすく,製品の劣化を招くおそれがあるので,

酸化に関係するリポキシゲナーゼ欠損イネの開

発が待たれる
5)。

胚手し形質に関する変異には,こ れらのはかに

可溶性糖類の蓄積が多い糖質米や粉になりやす

い性質をもつ粉質米などが知られている。以上の

形質に関する遺伝子は表-3に整理されている
4、

玄米の粒長と粒幅はほぼ独立に遺伝している。

日本RII内にみられる小さな変異は微働遺伝子支

配と考えられるが,極端な小粒あるいは大粒は

主働遺伝子によって支配されている場合もある
°な

大粒種はヨーロッパなどで栽培され, 日本とは

違った米料理に利用されている。また,イ ンド

では粟粒のような極小粒種が高価格で流通 1ンて

いると言われている。

赤米や紫黒米などの有色米は玄米の果皮に色

素をもつ米であり,胚乳は着色していない。こ

れらの有色米の用途としては赤飯や有色酒のは

か呉服等の染料などが考えられる。果皮色の遺

伝には二つの系が知られており, これは 2～ 3

個の遺伝子の作用によっている。しかし,紫米

と自色米の交雑後代では紫色の濃淡が連続的に

変異し,選抜にあたっては注意を要する
7t有

色米が自色米に混入するのを防ぐために,体眠

性をもたさないとか一般品種と出穂期をずらす

などの工夫が必要である。また,自然交雑によ

る遺伝子汚染とその拡散防止の手段として補足

遺伝子による雑種弱勢の利用が考えられている
。L

香 り米は,炊くとポップローンのような香 り

のする米で,普通の米に数%混ぜると芳 l´い香

りがする。日本の育成品種としては官城県古川

農試の「みやかおりJ力 あ`る。また,香 り米は

世界に広 く分布し,Basmatiな どのように高級

米とlンて扱われている例が多い。香 りの遺伝は

比較的単純で 1遺伝子支配とする見方が強い
1)。
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表-3 コメの成分特性を変更する遺伝子 (奥野 1988)

遺伝子 性特分質形 座 乗
染色体

成

cae

du-I
du -2
du3
du-4

du -s
flo -1

flo -2

fl73
ge

esf-1

esp-2

esp-3

Esb-4

shr -Is
shr -Ia
shr-2

sag

W,,,,W1,

″    )

amy10se extender(頻胚野D
dull endosperm-1(く もり胚季D
dull endosperm-2(   ″   )

dull endosperm-3(  ″  )
dull cndosperm-4(   ″   )

dull endOsperm-5(   ″   )

floury endOsperm-10"質胚手D
floury endosperm-2(  ″   )

f10ury endosperm 3( ″ )
giant embryo(巨大胚)

endosperm stOragc protein l(男
ё ttζ

ヾ
)

endOsperm storagc protein-2(   ″   )

endOsperm storage protcin-3(  ″   )

endosperm storage prOtein-4(   ″   )

shrunken endOsperm-1(しわ胚子L)

shrtlnken endOsperm-1(  ″   )

shrunken endOsperm-2(  ″   )

sugary endosperm (

高アミロース,ア ミロベクチンの榛鍵塚薯ヒ

7  低アミロース

4         ″

11

10  脂肪含量の増加
10  13kD― bポ リペプチドの減少

9  57kDポ リペプチドの増カロ

10kD,13kD― aポ リペプチドの減少

10kD,16kDポ リペプテドの増加

3  糖含量の増加
3         ″

12        ″

12  糖 水溶性多糖の増加
6  アミロースの欠損ないしは減少
6  アミロースの増減

waxy elutinous)endosperm嬬 胚 FD

Nヽ prOtein and amy10sc

content C便性胚乳)

5 新形質米育種の現状
これまでに育成された新形質の品種・系統を

表-4に示した。大粒,長粒及び高アミロース

は,「超多収Jの中で育成されてきたもので,

多収性を備えている。大粒系統は玄米千 1」
‐
重が

29～ 36gで,その母本にはイタリー稲や大粒化

を目的として育成されたBG系統等が利用され

ている。オオチカラの栽培適地は寒冷地南部から

温暖地全域にかけての広範囲■ これらの地域

での収量性は標準品種に比べ10%以上多収である。

長粒及び高アミロースは,韓国,中国,lRRIな ど

の半矮性インディカ品種・ 系統等が母本とし

て用いられている。これまで育成された品種・

系統は晩生で耐冷性も弱く,寒冷地では栽培で

きない。細小粒種とlンては千粒重16g程度の西

海 191号があり,ネパールやインドの極小粒種の

オ1用 も試みられている。

低アミロース系統の育成は,北海道立上川農

試で道産米の食味改良を目的として早くから手

掛けられていた。これらの系統は一般食用のほ

かに加工食品への利用も期待できる。道北43号

に用いられた母本は突然変異系統であり,関東

161号はインディカ長粒系統を用いている。低

アミロースの育種素材には道北43号のほかにア
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表-4 新 lンい形質を備えた品種・系統

新 形 質 品種・系統名 組 合 せ

大 lF

奥 羽 327号
オオチ カ ラ

関東 160号
西海 187号
西海 194号

レイメイ/Razza77
BG1/収 3116
B G 29/青い空//むさlンこがね
コチヒビキ//B G25/関東124号
北陸127号/西海187号

長 粒
′` ン` タ キ

北 陸 149号
密陽 42号/密陽 25号
密陽 23号/ア キヒカリ

細  小  粒 西海 191号 CP― SLO/ト ヨニシキ

低 ア ミロース

北
北
北
東

道
道
道
関

43号
52号
53号
161号

NM 391/イ ンカリ
道Jヒ 43号/キ タアケ

台中和 3号/水原 262号

高アミロース
北 陸  142号
北 P.・ 143号
ホ シ ユ タ カ

IR 2061-214-3/密 陽21号
南京 11号 Co60 r線
中国 55号/KC 89

巨 大  胚 北7, 269号 探系2006/2*北海241号//北海244号

有  色  米 東北襦 149号 ココノエモデ///タ ツミモチ/紫黒米/7コ コノエモチ

香  り 米

海
北
北
東

北
東
東
関

270号
144号
148号
154号

ThangOne/北海241号κ/3*北海244号
コガネヒカリ//みやかおり/コ ガネヒカリ
アキヒカリ/Basmati 370
日本晴/Basmai 370

ミロース合量の異なるいくつかの突然変異系統

が得られており, これらを用いて全国各地で育

成が進められている。

巨大胚の北海269号 も突然変異系統を用いて

育成された系統である。

有色米の東北稲 149号 はバリ島の紫黒米に由

来する紫黒色の精系統である。このはかに日本

在来の赤米や中国の有色米などを用いて育成が

進められている。

香 り米の東北 144号はみやかおりを母本にし

て改良したもので栽培特性は整っている。北海

270号はラオスの品種から由来した系統であり,

東北 148号及び関東154号はBasmati型の香 り

米である。このはかにも日本の在来品種,中国

の品種などを母本にして育成が進められている。

高・低タンパク質米,糖質・粉質米について

も突然変異系統を用いて育成が進められている

が, まだ地方番号系統は育成されていない。

6 新形質米育種の問題点と課題

「飽食の時代」と言われる昨今,極良食味米,

低農薬 。有機栽培米,香 り米など高級品又は希

少価値的なものへの消費者の志向が高まってき

たoしか lン,我が国では低コスト化,多収化の

ための研究は依然重要である。「スーパーライ

ス計画Jでは,消費者ニーズに対応して多様な
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品質をもつ品種の開発を進めているが,新形質

米が実際に加工原料用として活用されるには価

格が重要な問題となろう。このために,これま

でに育成された超多収品種・系統を上台にして

新形質を導入するとともに,更に多収な系統の

育成を引き続き行っていく必要がある。

これまでに育成された香り米,巨大胚,有色

米などの系統は収量,耐倒伏性など栽培特性が

必ずしも十分ではない。また,中間襦の突然変

異で得られた系統やそれから育成された系統も

一般食用品種並の収量性であるため加工原料と

して用いるためには更に改良する必要がある。

東北地域で栽培可能な育成系統としては,中

南部では大粒の奥羽327号 ,香 り米の東北 144

号,東北 148号,紫黒米の東北襦 149号があげ

られる。なお,作期が比較的長く冷害の心配が

少ない福島県の一部では温暖地向きの新形質米

系統の栽培が可能であろう。東北の北部では,

極早生の北海道で育成された系統が一部地域で

栽培が可能であろうが,アキヒカリ熟期の新形

質米系統はまだ育成されていない。

国の育成地では新形質の品種育成に精力的に

取り組んでおり,数年後には新しい形質をもつ

種々の系統が育成されるものと思われる。しか

し,各育成地でこれまでにあげたすべての新形

質について優良系統を育成するのは困難である。

東北農試では全国分担になっている低アミロー

^の
ほかにいくつかの形質について手掛けてい

る。低アミロースについては東北北部から南部

までカバーできるように多くの交雑を行ってい

る。また,寒冷地中南部向きにはこれまでに育

成された奥羽 331号などの超多収系統や半矮性

インディカ系統なども利用して多収化を図って

いる。一方,北部向きにはまだ超多収素材がな

いのでまずは栽培可能な早生で耐冷性の強い系

統を育成することが必要である。東北北部は北

海道と同様にまだこの地域に適した極良食味品

種は育成されていない。これは一般にアミロー

ス合量が登熟期の気温に左右されるためで,登

熟気温の低いこれらの地域では日本在来品種の

遺伝資源を用いた改良だけでは食味の飛躍的な

向上は困難であったためと考えられる。アミロ

ース含量の異なる数種の突然変異系統を母本に

用いることによってこれらの地域での食味の向

上も期待したい。

今後問題となる点は,「逆 7・ 5・ 3計画」

の最終日標である50%多収をどのように達成す

るかである。特に耐冷性が問題となる東北北部

については,半矮性インディカ品種が利用 1ンに

くいこと, またこれまでに育成された超多収系

統の中に耐冷性が十分と思われる良い母本がな

いことから考えるとかなりの困難が予想される。

東北中南部においても,最終段lltの 目標値達成

は大きな課題である。これまでの「超多収Jで

シンクサイズの大きい系統は育成されたが,登

熟は必ず 1ンも良くない。今後,登熟向上の面か

ら栽培法も含め超多収の研究を展開していく必

要がある。

最近注目されているものにハイプリッド系統

がある。特にジャポニカとインディカの組合せ

ではヘテロシスが高く,最終日標達成のための

材料として期待されている。これまでに日印ハ

イブリッド系統として奥羽交 1号及び関東交 1

号が育成された。奥羽交 1号は雑種不稔緩和遺

伝子をもつ日本型系統と半矮性インディカ品種

の中では比較的耐冷性の強い中国の品種の組合

せで,ヘテロシスが高く, これまでに育成され

た超多収系統よりも収量的には高いポテンシャ
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表-5奥羽交1号の生産力検定試験結果 (育成地, 1988,89年の平均値)

ｏ
名
統
種
系
品

出穂期 得 長
(月 日)(cn)

8 12    876

8  9    790

813   912

穂 長 穂 数
(m) 0げ r)

倒 伏 稔捗
(1-9)合α )

全 重 玄糧 比動
(kg/a)(kg/a)率の

千粒重 品 質
(g) (1-9)

奥羽交 1号

アキ ヒカ リ

トヨニシキ

23 0    363

188    373

20 1    439

4 0    784

35   943

60  918

187   818

145   660

150    61 4

228   7 0

228  48

222   35

124

100

93

ルをもっていると考えられる (表-5)。 しか

し,ハイブリッドについては採種効率や耐冷性

などの問題点も多く,普及までこぎつくには容

易ではないと思われる。しかし,将来目標とし

てはこれらの材料を用いた超多収性と新 しい形

質を結び付けた品種の開発を進めたいと考えて

いる。
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